



























































































































































































































スの基盤構築を目的として19C/20C House of Commons 





















































































































































































































































































ム連合」（JUSTICE: Japan Alliance of University Library 
Consortia for E-Resources）とし、ここに専任の事務局を設
置することも申し合わされ、NIIの学術基盤推進部のもとに
2011年度より新たに図書館連携・協力室が設置されることと
なった。続く3月25日には、運営委員会準備会合において「新
コンソーシアム運営にかかる当面の基本方針」が定められる
こととなりJANUL、PULCの統合にむけた第一歩が踏み出
されることとなった。（4月1日に発足したNII図書館連携・協
力室が新たにJUSTICEポータルを立ち上げている。「当面の
基本方針」などについては以下のURLを参照いただきたい。
http://www.nii.ac.jp/content/justice/）
さて、今回のコンソーシアム連携によってまず想起され
ることは版元交渉におけるスケールメリットの拡大である。
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